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　ずいぶん一致を鉄いでるるし，叉他の天文垂の値をも一一致しない，此等不一致の原
因については（今までにも同檬の事が他の天文塁でも見付けられてみる）観測法や観測
者の都合といひ，或は太陽大氣の氣流によるといひ次しない．〔MN．92，737〕
　　　　　　　　　　　　磁石の嚢見について
　米國のミチエルA・C・Mitchell氏が302種の文献を畢げて徹底的に研究した所によ
れば，
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　（1）磁石の指向性はA・D・1093年以前に既　（支那で登見されてるたけれど，彼等は
其の少なくとも200年後までは由れを實用的に利用しなかった，
　（2）アラビヤ人が之れを登配した誼蹟は無）・．從って彼等が執れを歌洲に持って來
たことは有り得ない．磁石の記事がアラビヤの文書に現はれてるるのは，欺洲人が知
って以後のことである．
　（3）歓洲では磁石が1187年以前に實引せられた事から見ると，之れが登見されたの
は其れ以前に違ひないが，其れは支那入の新見よりも古いとは言ひ得な）・だろうけれ
ど，とにかく，全く脇立登山で，決して支那人から教へられたものではないらし）・，
（Terr．　？Lvlag．　Lk　Atmosph．　ttlectr．　（lg32　June））
　　　　　　　　　　　アラスカでオ1口1うの観測教
　アラスカのシトカS三tka地磁氣観測所で工927年置來オ1ロ1ラを観測した回薮は下
の通．り〔Terr・Mag・＆Atm・EL（1932∫une＞〕
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太陽雰園氣申の温度と屋力
??「?
2
　リチヤドソンR・S・Richardson氏オ汰陽スペクトル中に見える三隅水素線G即ち
43・OOAの張度を測って，光球の三度を
　　　　　最　　」1　　暦　　　　　　　　　　　　　　44300　±　1600　1く
　　　　　最下層　　　 608C）±130　K
差 16tj　O 即ち　1キロ毎に13。の割
　　　　　雫均　 5080±1201（
叉，太陽黒黙の温度は4750。であるので，曲れを上記の礫逆暦の温度との關係から，
　　　　　　　講罫線一一α・
　さきに英國のペトリPetrie氏が光球（温度6000。）の氣歴と黒髪の心急とにつ）・て
　　　　　　　一瞬綴屡一一・・88
といふ結果を得たことがある．
叉，ム1アC・Moore嬢が近頃，太陽黒鮎と穿掘層との間にある電子歴を比較研究
し，≡其の割合が0．6であることを知ったことがある．
材料が何れも多少違ふので，上記の三つの完全な一致は得られないが，或る程度の
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清息は得られるわけである．
　　　　　　　　　　固有逡動（毎年）0．ク5以上の星の目録
星空の統計研究の材料として，毎年の固有運動0・ク5以上の星の目錐をW・J・Luyten
氏は
　　　　　1923年に　　Lick　Obs．　Bulletin，　No．344．　　　二三749星，
　　　　　1925年に　　Harvard　Circular，　No，283．　　　　85晶晶加
に登記したが，最近，氏は叉，Astronomical　Journal・No・979に，以前のものを修補
し，薪しい星を加へて，合計1153星の目錐を作製した・但し皆非常に微光のものばか
りで，6等級以上のものは下の星のみである．
　　　　　　星　　光度（1900・0）赤纒　　　赤緯　　　P・M．　位置角
　　　　　一560767　6，7　5h　OO．4m　一56014！　O．一173　35：），O
　　　　　－1－19，　02881　6．or　14　48，9　十19．　5’4　O，50　L9，5
　　　　　一一100523・S　5．9　19　54．4　一IO　13　O．50　216
　　　　　　　　　　　レニングラ1ド大學天女蔓の近：況
　露國Leningrad大豪には，よほど以前から，革命以前に既に小天文塁を有ってみ
て，主に學生教育に當ってみたが，昨1932年其の組織を一新して，純粋な研究天丈塁
となった・蜜長はナタンソンS・Natanson敏授である．
　昨1932年中，此の天丈塁は下記の如き三つの遠山隊を南方へ派したが，目的は攣星
観測のためである，
　　（1）Zessewitsch及Okuner爾氏がOdessa・Simeis・Abastuman方面へ，
　　（2）　Dombrovsky氏がTashkent～
　　（3）　Lange及Dadaev雨氏がOdessa・～
　」又，露國とアフガ＝スタン境界のタジクTadjikソ弗エト共和國の國立天文墓設立の
ためナタンソン教授は同地へ禺張した．之れが，露國内の最南にして最高地の天交毫
である由・
　其の他，此のレニングラド四二天文壷は，北部へ測地観測隊を出し，叉，重力の測
定をやってみる由。〔Len・Univ・Obs・Circular　I、（lg32）〕
此の．レ＝ングラド天丈塁は，今までにも，研究二日のため“Publications　”を出して
みたが，今後は爾ほ，“Circular”を速報のため，叉，“Bu11etln”を研究概報のため
幽済する由・
　　　　　　　　　　　双子座ゼ星の大氣の話劇
　米國ミシガン大學天文塞でル1フアスW・C・Rufus氏は有名なセプアイ式攣光星
L双子座ζ星1のス9ベクトルを1912年乃至1914年の罵眞襯測から獲て，其の中にある吸
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取線を高暦申層低層に三大別し，各々について親線速度の攣化を研究した結果，
　（1）高層ガスの振幅は28キロ，低層のは24キロなる事，
　（2）高階ガスの蓮動は閉る種の位相の後れ’が明らかなる事，
　（3）ガスの電離より見るも，電離がスの上昇は極大光輝を俘ふ事，
　（4）極大光輝の時には大氣の歴縮あり，極小の時には膨脹がある事，
等が明らかにされた・一荷ほ，同様に矢座S星，鷲座η星，射手座W星の槻測結果を
綜合して，一般にセプアイ式墜光星の大氣の攣動に遷する論も加へられてるる・〔Mi－
chigan　Univ．　Ol）s，　1’ub．　IV，　I　I　（1932））
恒星中の水素スペクトル線研究
　英國ケンブリチ大學太陽物理天文毫のL25吋■望遠鏡に細隙部分爲眞器を取付けて
ヰリヤムスE・G・XVilliams氏が，0型からM型まで総計82星の分光窟眞を162赦撮影
し，其の中に現はれてるる水素吸切線の深さを研究した・AO型の星の標準温度とし
てはグリ＝チ流に1謎00。を民用した・
　（1）水素の吸取線はAO型からA5型まで即ち温度12500。から10δOOoまでのものが極
大で，表面重力が40倍に増せば，水素吸敦は4倍に屠す結果を見せ，理論として一致
しない・紹醤光度との關係はF型認識ち7500。の所で逆になる・
　（2）有効温度とスペクトル線の深さとの問の關係が統計的に表はれてるる・即ち，
線の中心の強度は
　　B型星　54％　　　A型星　33％　　　F・G・K・型星　27％
全膿の卒均は36％　飾れも理論に反する・
　（3）晩期星の場合には，巨星の方が線は深い・
　（4）早期星の水素線のコントウルはexponential形となる・晩期星は不明である・
（Cambridge　Solar　1’hy，sics　Obs．　Annals．　II，　2．　（ig32））
愛星“514．1950”の光度曲線
　此の星はC・Hoflmeister氏が罵眞板上で攣光を登貝、したもので，位置は
　　　　　ct　＝20h　22m　46s　a＝：：十240　19．t3　（1855．0）
である．波國クラカウ天文塁のJ・PagaCrewski氏が1930年十一．月14　Bから翌年十一
刀8Eまで，20cmの馬飼鏡で槻測した所によると，勢望要素は
　　　　　Min．　＝＝0047649．9725十〇．d　80645×E
であって，
　　蝕の全時間D＝4h　8m　　極小時間d・＝17in　攣光範園1・m2
である．〔∫．des　O．15，　vi〕
66 天界　i斯知　識
　　　　　　　　　　　　シメィス天女蔓で二線速度観測
　露國クリミヤ牛島南端のシメイス天文塁では飲法大戦後に得たグロブ製100糎大反
射鏡で恒星の覗線速度を1929年から撮影測定し始め，今回其の343星の結果を登表し
た・分光器はジネヴ會壮心，其の光學部分はツァイスfkで，イエナ硝子Lカタ・グ型■
0・11Sクのもの，窺眞器は焦黒齪巨離550粍，分角度は，　Hγ線の所で36A！mmであり，頁
夜には一時間の曝露で6・3級のス〈：クトルが撮影し得る・目的は主として6等星の湖測
にあるが，爾ほ標準として42個の輝星をも槻測した・〔M・N・92，771〕
標準星の中の有名な星の結東は下の如し
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　　　　　　　　　　　　ヒヤヂス星園と同町騨
　米國ダドレイ天丈塁のR・E・XVilSon氏は数年來一般恒星の宇宙蓮動を研究してみ
るが，最近，かの牛座のアルヂバラン星附近にあるヒヤヂス星團に直接間接の十寸あ
る多くの星を見付け出し，此の星團が意外に亡き）・ものであることを螢表した．氏は
先づヒヤデス星團の中心を赤経4h22m赤纒十15．。5即ちθ星．の邊と推定し，其れより
15。以内に於いてヒヤデスと井行運動をする星を求め，結局136星を獲た．之れをL星
三星「（Cluster　stars）と呼ぶ・此等のL星丁丁■全騰から，
　　蓮動の向黒占は　赤経92・。2　赤緯＋28・。7，　運動速度31・2Kn／scc，
　　挙均覗差0・ク0250（即ち距離40parsec＝130光年），全團の直径18parsec＝60光年
次ぎに，全天の星から，此のL星團星「の向鮎より22。以内の方向運動を持ち，速度は
5（．10KmpJ上の差の無v・星をさがし，総計221．個を獲た・之才しをL星癖星■（Group　stars）
と呼ぶ，
　此の「星團星7とL星群星■とは，スペクトルの分布はよく似てみて，A型からK型ま
でのあらゆる星を含み，其の多くは主系列に属する・即ち此の星團は所謂L第一種「
‘（Tヌpel）に：評する星圃である・
　蓮動は，素謡の中心部から，星群の外部へ，漸次増す傾向を示す・
　全艦は直径hi　L－250　parsec（800光年）の大球状星園と見られ得る形式を備えてみ
る・しかし確定的なことは更に多くの材料から立論されるべきであると．〔A．∫，978〕
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　　　　　　　　　　　ペルセ座SV墨の光度曲線
　濁國バム’ミルビ天文垂のリユゲマlH・Ri’getver氏は1928－32年間にペルセ座SV
星といふセプアイ二二光星の窟眞板から光度をアルゲランダ法により目測して曲線を
得た・之れによると，極大光度が著しく突起した型で，之れは一般にヘルツスプルン
グHertzsprung博士が週期10日前後のセブアイ式攣光星に常に見る所であるとした
〔B・A・N5，II5〕黙を支持し，蜥蜴座ZやXX　Centauriの曲線と頗る似てみる・
〔H・B・869参照〕SV星の週期は11日128317で，攣光範園はM漏9・36，　m＝　10．49であ
る．〔A，N．58gi〕
　　　　　　　　　　二三の不規則愛子の研究
　捷國PragのStefanik天丈塁のZ・KOpa！氏等はアルゲランダ法により不規則攣星
を観測してみるが，A・N・5821及5886に饗表されたものを下に紹介する・
　VV　Cephei誉れは5等星であるのに名もなきBoss　5650＝1’ia7．zi　360であるが，
1920年頃から攣光する疑ひが知られ〔P．A．S、P．55．262；H、B．767〕，11）25年に登錐され
た攣星である，Pr“gerのカタログ1932年度にもし不規則■となってみるが，1（opal氏
等の1929年以來の観測　（よれば，攣光範園は5・15から5・45まで，週期は凡そ100日で，
極大と極小とが二つづつあり，大刷RV　Tauri型の光度曲線を書）・てるる・一之れ
などは，簡軍に双眼鏡で研究観測し得る手頃の攣星である・
　αCassiopeiae　此の明る》・有名な攣星．は，1’，β，δ等の星を比較星として肉眼で観
測された結果によると，1931年四月末までは
　M二2．36　　ini　＝＝2．60　　ni　L，　＝2．54　　m1＝2426053十332E
であったが，其の後，m1＝2426731となり，．光度曲線も少しく攣聰した模様である．
　PCassiopeiae　舐れも双眼鏡で槻測されたが，主要極小m】は2426100に，　M2は
2426698に起り，週期は1136日目し）・・光度はM＝4・7，m1＝5・06
　PPerSei双眼鏡で見える攣星で，1929年にはm　＝：2425999，　＋71・5Eであったが，1930
年にはP二23dとなり，範園は3．8m－4．0【nであった．1931年応はP　＝，　or　otl，範園3・6－
4．0となり，可なり規則的な攣動を見せてみる。
　　　　　　　　　ペルセ星雲申に輝線スペクhル
　ペルセ座アルゴル星の東凡そ2。の所に，約500個の銀河外星霧が一大星雲を形成し
て直径2。の天空を上巳してみる事は1905年にマクス・ラルフ教授が装見した所である
が，ヰルソン由のボブル氏は此の星雲の距離を約33000000光年，　槻線速度を毎秒
十5200キロと決定した．近頃，ヰルソン山のヒユマソンM・LHumason氏が此の星
雲中の最も光輝強きN・G・Cユ275と）・ふ二二のスペクトルを撮影し，四通のガス星霧
中に見る如き多くの輝線のみならず，ボエン氏が近年立離した電離硫黄線4069A及
び4076Aも現はれてるることを観測した・
